
（一社）日本マテリアルフロー研究
センター（JMFI）は昨年11月に設立
総会を開催し，当初会員52社で本格
活動を開始しました。以来半年余り，
去る６月15日の理事会で新たに４社
の入会が承認され，合わせて会員企

する広範な業種をカバーすると同時
に，我が国を代表する超大手・大手
から，中堅，そしてベンチャー企業
まで，企業規模やスタイルもバラエ
ティに富んだメンバーが続々と参加
されています。
この会員構成は，「物流・サプラ
イチェーンの社会的な全体最適」を
掲げるJMFIならではの特徴であり，
そのまま強みになることが期待でき
ます。なぜなら，これら各層の企業
からメンバーを募集し編成中の
JMFI研究会では，異なる立場から
の知見・意見を糾合し，集約するこ
とで，「次世代のプラットフォーム」
構築に向けて，より有効な提案が可
能になるからです。
７月～翌年６月を活動年度とする

業は72社の陣容となりました（図表
1）。
ご覧のように製・配・販の荷主企
業から，物流と関連サービス，マテ
ハン・ICT，不動産関連企業etc.……
とサプライチェーンを構成し，関連
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㈱をくだ屋技研

図表1 （一社）日本マテリアルフロー研究センターの会員企業（50音順，2017年6月15日現在）
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新規会員が順調に拡大，
6月現在で72社に
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当研究会では下記のようなコンセ
プトと枠組みを設定し，幅広い会員
メンバーに参加いただいて研究活動
を始めるべく，準備会合を進めてい
ます。

当研究会は，製造から流通，小売
店舗（量販店，専門店，コンビニ等），
さらに通販の宅配に至るサプライチ
ェーン・ロジスティクスにおいて，
輸配送，スペース，作業などのリソ
ースや在庫を，IoT，OBD2などの
デジタル技術を活用してリアルタイ
ムに見える化し，マッチング＆シェ
アリングすることによって社会全体
の生産性を高めることを目的としま
す。
共通プラットフォーム構築の可能
性を研究，検証しながら，実践に結
びつけます。それによって社会的価
値の創出を行い，さらに学術的価値
と参画企業の経済的価値の創出をも
目指します。

研究会の枠組み
当研究会は，以下グループの２段
階で構成するものとします。

JMFIは，いよいよ７月から第３期目
に入ります（設立登記は2015年12月の
ため）。理事会を経て８月25日には
第２回総会の開催を予定していま

す。新年度の開始とともに，準備を
進めていた研究会も続々と本格活動
期に入る計画です。会員企業の皆様，
どうかご期待ください。そして参加

研究会をまだお決めになっていない
会員企業の皆様も，参加登録のうえ，
ともに時代を拓く研究活動を進めて
まいろうではありませんか！	

JMFI研究会のご案内

①研究会参加メンバー全員で構成す
る「全体グループ会議」（仮称）
下記のように本格的な研究活動に
すぐには取り組みにくい会員向け
に，本テーマでの情報交換，交流，
学習の機会を提供する。定期的に交
流会・研修会を実施し，研究分科会
の中間報告なども行う。

②実証実験や事業化も想定する具体
的テーマを設定した「研究分科会」
（仮称）

シェアロジ研・研究分科会のテーマ
候補
①リテール物流におけるシェアリン
グ・ロジスティクス（まず過疎地の宅
配シェアリングから）

量販店，専門店，コンビニ等のリ
アル小売店舗を発着点とするリテー
ル物流に焦点を当て，店舗への輸配
送，店舗からのラストマイル配送に
ついて，共同化・シェアリングの可
能性を探る。また「地方創生」の角
度から，政府や自治体との連携を図
り，「モデル地域（特区）」を選定し推
進。過疎地域の高い物流コストを削
減しつつ，物流サービスを維持し，
「生活を守る物流」のサステナビリ
ティを確保する。
課題抽出を経て，相乗りのための
必要条件の洗い出し，プラットフォ
ーム構築の企画策定，実証実験の実
施，実行まで，フェーズを設定し段

階的に取り組む。

②宅配業務全般の共同化＝シェアリ
ング／伝票データ等の標準化
宅配需要がさらに増大することは
確実視される一方，宅配機能の供給
側のリソースは限られ，再配達問題
もあり，現在のまま宅配各社が個別
に努力する体制で需要を賄いきれる
のか，大きな課題となっている。そ
こで宅配各社や通販荷主などにも参
加いただき，他社の荷物もシームレ
スに他社に引き継ぎ・受け入れ＝シ
ェア可能とするための，課題の洗い
出しと対応・実行を目指す。

③倉庫スペースのリアルタイムマッ
チングとシェアリング
現在も物流不動産関係各社が積極
的に大型拠点の建設を進めている
が，今後は地域によっては，スペー
スが供給過剰気味になる恐れが指摘
され，稼働率の向上がさらに課題に
なるものと予測される。そこで主要
な物流不動産企業と荷主・物流企業
を巻き込み，倉庫・物流センターの
空きリソースについて，リアルタイ
ム見える化・共有化 ⇒ マッチング 
⇒ シェアリングのプラットフォーム
構築を目標に，研究を行う。

研究会への参加・その他お問い合わせは……

JMFI事務局（担当・小池）まで
［TEL］03-3988-2671
［MAIL］benkoike@ryuken-jm�.org.jp

IoT・リアルタイム見える化による
シェアリング・ロジスティクス研究会

《当研究会の基本コンセプト》

サプライチェーンにおける
シェアリング・
ロジスティクスの
プラットフォーム構築
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